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倒立の比較分析 東京情報大学　総合情報学部

情報文化学科　石井ゼミ　４年

Ｃ０３１１４　中井光史郎
目的
　体操競技の多様な技の中で倒立は重要な基本技である。
そこで、良い倒立は、どのような動作なのか、体操経験者、
未経験者の動作を分析し、被験者同士の比較、検討をし
た。

　　　　（被験者データ）

無2167ｋｇ171ｃｍ被験者Ｃ

無2262ｋｇ168ｃｍ被験者Ｂ

有2255ｋｇ160ｃｍ被験者Ａ

経験年齢　体重身長　

分析方法
　倒立を縦３ｍ、横２ｍの実験エリアを作り、
図のようにカメラ２台を設置し、撮影した。　
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カメラ1

分析
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被験者Ｃ

倒立ポイント

　被験者Ａは倒立時の左右の肩角度にほとんど差はないが、被験者Ｂと被
験者Ｃには左右の大きな違いがみられる。また、被験者Ｂは肩の角度が小さ
い。肩角度が大きく、さらに左右の肩の角度が対称に近いことが良い倒立に
重要であると考えられる。

考察

　金子（１）によると、倒立は美意識と機能美の観点から鉛直方向に真っ直ぐに伸びた姿勢が良いとしている。 連続写真

を見れば読み取れるように、被験者Ａは手と脚がほとんど鉛直になっているのに対して、被験者Ｂと被験者Ｃは手と脚が
鉛直になっておらず、さらに両足が大きく開いてしまっている。

　被験者Ａ、Ｂ，Ｃのそれぞれの重心をみると、
被験者Ａは重心が左右にあまり動いていない。
さらに倒立時、両手首中央に重心が位置し安
定している。一方、被験者Ｂは、重心位置が
前後左右に動揺しバランスを保っていない。
被験者Ｃも、重心が左右に変動している。

　倒立の分析を行った結果、両肩の角度、およびそのバランス、さらに重心位置が良
い倒立の動作の要素であることが伺われた。今後は、さらに分析項目を増やすことが
重要であろう。

　　　　　　　　　　　肩の角度

倒立ポイント

　　　被験者Ａ 　　　　被験者Ｂ 　　被験者Ｃ

　　　　　真上から見た身体重心の軌跡　　＝手首位置

　被験者Ａ　　　　　　　被験者Ｂ　　　　　被験者Ｃ
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